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【公表番号】特表2013-529712(P2013-529712A)
【公表日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-039
【出願番号】特願2013-516849(P2013-516849)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  59/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  59/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）５０～９９．５重量パーセントの、ホモポリマー、コポリマーおよびこれらの混
合物からなる群から選択される少なくとも１つのポリオキシメチレンポリマー；
　（ｂ）０．５～１０重量パーセントの少なくとも１つのポリマー；
　（ｃ）０～３０重量パーセントの１種または複数の充填剤；ならびに
　（ｄ）０～１０重量パーセントの添加物
を含むポリオキシメチレン組成物を成形する工程
を含む方法であって、
　（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、および（ｄ）の総重量パーセントが１００パーセントであり
、
　（ｂ）の前記少なくとも１つのポリマーが、
　（Ｉ）コアが１個または複数の炭素原子を含み、前記１個または複数の炭素原子のいず
れもカーボネート炭素ではなく、前記１個または複数の炭素原子は少なくとも３つのアー
ムに結合している
ようなコア－リンク－アーム構造を有するような１種または複数種のポリマー；
　（ＩＩ）各アームが繰り返し単位を含み、
　　　　コアが、４５より大きい分子量を有し、前記アームの前記繰り返し単位を含まず
、２つ以上のアームに結合しており；
　　　　コア－リンク－アーム構造中のコアに対するアームの質量比が３より大きい
ようなコア－リンク－アーム構造を有するような１種または複数種のポリマー；ならびに
　（ＩＩＩ）コアが１１８～１０００の分子量を有し；
　　　　各リンクが、結合、・Ｏ・、・ＣＨ2Ｏ・、およびこれらの任意の組み合わせか
らなる群から選択される
ようなコア－リンク－アーム構造を有する１種または複数種のポリオール；ならびに
　（ＩＶ）（Ｉ）、（ＩＩ）、および（ＩＩＩ）の任意の組み合わせ
からなる群から選択され、
　前記少なくとも１つのポリマーｂ）の前記コア－リンク－アーム構造中の各アームの数
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平均分子量が５００～１０，０００の範囲であり、
　前記成形されたポリオキシメチレン組成物が、
　（Ａ）２２０℃および１００秒-1剪断速度でＡＳＴＭ　Ｄ３８３５によって測定される
－０．００５より大きい溶融粘度安定性、ならびに、同じポリオキシメチレンポリマーと
、同じ添加物および充填剤とからなる組成物の同条件下で測定されるノッチ付きアイゾッ
ト衝撃強度と比較して、ＡＳＴＭ　Ｄ　２５６－０６ａによって測定されるノッチ付きア
イゾット衝撃強度の少なくとも１０パーセントの同時増加；
　（Ｂ）同じポリオキシメチレンポリマーと、同じ添加物および充填剤とからなる組成物
の同条件下で測定される相対見掛けキャピラリー溶融粘度と比較して、２２０℃および剪
断速度５５秒-1でＡＳＴＭ　Ｄ　３８３５によって測定される相対見掛けキャピラリー溶
融粘度の少なくとも４０パーセントの低下；
　（Ｃ）同じポリオキシメチレンポリマーと、同じ添加物および充填剤とからなる組成物
の同条件下で測定される流動長と比較して、Ｆｌｏｗ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｔｅｓｔ　Ｃｏｎ
ｄｉｔｉｏｎ（流動長試験条件）下に試験される流動長の少なくとも５パーセントの増加
；ならびに
　（Ｄ）Ｔｙｐｅ　Ｉ検体へ成形されたときに、同じポリオキシメチレンポリマーと、同
じ添加物および充填剤とからなる組成物の同条件下で測定される破断点伸びと比較して、
５０ｍｍ毎分の試験速度でＡＳＴＭ　Ｄ６３８－０８に従って測定される破断点伸びの少
なくとも４パーセントの増加
からなる群から選択される特性の少なくとも１つを示す
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２３】
　試験された線状ポリエチレングリコール－Ｌ２、Ｌ４、およびＬ７－のどれも破断点伸
びの増加を示さなかった。それらの破断点伸びを測定するためのＰＯＭ組成物Ｂｏｌｔｏ
ｒｎ（登録商標）ポリマー添加物の引張棒試料の成形は、これらの組成物の不安定性のた
めに不可能であった。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
［１］　（ａ）５０～９９．５重量パーセントの、ホモポリマー、コポリマーおよびこれ
らの混合物からなる群から選択される少なくとも１つのポリオキシメチレンポリマー；
　（ｂ）０．５～１０重量パーセントの少なくとも１つのポリマー；
　（ｃ）０～３０重量パーセントの１種または複数の充填剤；ならびに
　（ｄ）０～１０重量パーセントの添加物
を含むポリオキシメチレン組成物を成形する工程
を含む方法であって、
　（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、および（ｄ）の総重量パーセントが１００パーセントであり
、
　（ｂ）の前記少なくとも１つのポリマーが、
　（Ｉ）コアが１個または複数の炭素原子を含み、前記１個または複数の炭素原子のいず
れもカーボネート炭素ではなく、前記１個または複数の炭素原子は少なくとも３つのアー
ムに結合している
ようなコア－リンク－アーム構造を有するような１種または複数種のポリマー；
　（ＩＩ）各アームが繰り返し単位を含み、
　　　　コアが、４５より大きい分子量を有し、前記アームの前記繰り返し単位を含まず
、２つ以上のアームに結合しており；
　　　　コア－リンク－アーム構造中のコアに対するアームの質量比が３より大きい
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ようなコア－リンク－アーム構造を有するような１種または複数種のポリマー；ならびに
　（ＩＩＩ）コアが１１８～１０００の分子量を有し；
　　　　各リンクが、結合、・Ｏ・、・ＣＨ2Ｏ・、およびこれらの任意の組み合わせか
らなる群から選択される
ようなコア－リンク－アーム構造を有する１種または複数種のポリオール；ならびに
　（ＩＶ）（Ｉ）、（ＩＩ）、および（ＩＩＩ）の任意の組み合わせ
からなる群から選択され、
　前記少なくとも１つのポリマーｂ）の前記コア－リンク－アーム構造中の各アームの数
平均分子量が５００～１０，０００の範囲であり、
　前記成形されたポリオキシメチレン組成物が、
　（Ａ）２２０℃および１００秒-1剪断速度でＡＳＴＭ　Ｄ３８３５によって測定される
－０．００５より大きい溶融粘度安定性、ならびに、同じポリオキシメチレンポリマーと
、同じ添加物および充填剤とからなる組成物の同条件下で測定されるノッチ付きアイゾッ
ト衝撃強度と比較して、ＡＳＴＭ　Ｄ　２５６－０６ａによって測定されるノッチ付きア
イゾット衝撃強度の少なくとも１０パーセントの同時増加；
　（Ｂ）同じポリオキシメチレンポリマーと、同じ添加物および充填剤とからなる組成物
の同条件下で測定される相対見掛けキャピラリー溶融粘度と比較して、２２０℃および剪
断速度５５秒-1でＡＳＴＭ　Ｄ　３８３５によって測定される相対見掛けキャピラリー溶
融粘度の少なくとも４０パーセントの低下；
　（Ｃ）同じポリオキシメチレンポリマーと、同じ添加物および充填剤とからなる組成物
の同条件下で測定される流動長と比較して、Ｆｌｏｗ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｔｅｓｔ　Ｃｏｎ
ｄｉｔｉｏｎ（流動長試験条件）下に試験される流動長の少なくとも５パーセントの増加
；ならびに
　（Ｄ）Ｔｙｐｅ　Ｉ検体へ成形されたときに、同じポリオキシメチレンポリマーと、同
じ添加物および充填剤とからなる組成物の同条件下で測定される破断点伸びと比較して、
５０ｍｍ毎分の試験速度でＡＳＴＭ　Ｄ６３８－０８に従って測定される破断点伸びの少
なくとも４パーセントの増加
からなる群から選択される特性の少なくとも１つを示す
方法。
［２］　前記ポリオキシメチレン組成物が－０．００２より大きい溶融粘度安定性を示す
、［１］に記載の方法。
［３］　流動長の前記増加が、同じポリオキシメチレンポリマーと、同じ添加物および充
填剤とからなる組成物の同条件下で測定される流動長と比較して、少なくとも１０パーセ
ントである、［１］に記載の方法。
［４］　前記ポリオキシメチレンポリマーがコポリマーを含む、［１］から［３］のいず
れかに記載の方法。
［５］　前記ポリオキシメチレンポリマーがホモポリマーを含む、［１］から［４］のい
ずれかに記載の方法。
［６］　前記ポリオキシメチレン組成物が、条件１９０／２．１６でのＡＳＴＭ　Ｄ１２
３８－０４ｃによって測定される際に、０．１～５０グラム／１０分の範囲であるポリマ
ーメルト質量流量を有する、［１］から［５］のいずれかに記載の方法。
［７］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアが４～４０個の炭素原子を含む
、［１］から［６］のいずれかに記載の方法。
［８］　（Ｉ）または（ＩＩ）の前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアが、１
１８～１０００の分子量を有する、［１］から［７］のいずれかに記載の方法。
［９］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアが、・ＣＨ2Ｃ（ＣＨ2Ｏ・）3

、・ＣＨ2Ｃ（ＣＨ2ＣＨ3）（ＣＨ2Ｏ・）2、・ＯＣＨ2ＣＨ（Ｏ・）ＣＨ2・、・ＣＨ（
Ｏ・）ＣＨ（Ｏ・）・、および・ＣＨ（Ｏ・）ＣＨ（Ｏ・）ＣＨ（Ｏ・）・からなる群か
ら選択される１つまたは複数の単位を含む、［１］から［８］のいずれかに記載の方法。
［１０］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアが、・ＯＣ（＝Ｏ）Ｏ・、・
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Ｃ（＝Ｏ）Ｏ・、・ＣＨ2ＣＨ2Ｏ・、・ＣＨ2ＣＨ2ＯＣＨ2ＣＨ2Ｏ・、および・ＣＨ2Ｏ
ＣＨ2ＯＣＨ2Ｏ・からなる群から選択される１つまたは複数の単位を含まない、［１］か
ら［９］のいずれかに記載の方法。
［１１]（Ｉ）または（ＩＩ）の前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記リンクが、
結合、・Ｏ・、・ＣＨ2Ｏ・、およびこれらの任意の組み合わせからなる群から選択され
る、［１］から［１０］のいずれかに記載の方法。
［１２］　前記リンクが・Ｏ・である、［１１］に記載の方法。
［１３］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアに結合した少なくとも１つの
アームが、・Ｈ、・ＯＨ、・Ｒ、・Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ、・Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ2、・Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨＲ、・Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ2、・ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ、・Ｃ（＝Ｏ）Ｒ、・ＯＲ、および・Ｘ
（式中、Ｒは、１～１２個の炭素を有し、任意選択的に置換されていてもよい、アルキル
基、環状基、シクロアルキル基、または芳香族基であり、Ｘは、フッ素、塩素、臭素、ヨ
ウ素、およびこれらの任意の組み合わせからなる群から選択される）から選択される末端
基を有する、［１］から［１２］のいずれかに記載の方法。
［１４］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）のアームの数が４～２４の範囲である、
［１］から［１３］のいずれかに記載の方法。
［１５］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）のアームの数が４～８の範囲である、［
１４］に記載の方法。
［１６］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアに結合した各アームの数平均
分子量が８００～６０００の範囲である、［１］から［１５］のいずれかに記載の方法。
［１７］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアに結合した各アームの数平均
分子量が１８００～５０００の範囲である、［１６］に記載の方法。
［１８］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コアに結合した各アームが、ポリ
エーテル、好ましくはポリエチレンオキシドである、［１］から［１７］のいずれかに記
載の方法。
［１９］　前記少なくとも１つのポリマー（ｂ）の前記コア－リンク－アーム構造が、コ
アをアームに共有結合させること、アームをコアから成長させること、コアをアームから
形成すること、またはこれらの任意の組み合わせによって製造される、［１８］に記載の
方法。
［２０］　前記リンクが・Ｏ・である、［１８］または［１９］に記載の方法。
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